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1
、
事
務
事
業
の
見
直
し
　

　
〈
事
務
事
業
の
効
率
化
〉

　
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
下
で
多

様
化
、
高
度
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

の
対
応
と
１
　
な
行
政
需
要
に
応

え
る
た
め
に
は
、
効
率
的
な
事
務

処
理
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
恒
常

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
守
備
範
囲
の

在
り
方
、
不
要
不
急
事
業
の
再
点

検
及
茫
陪
簡
の
公
平
な
負
担
の

在
り
方
等
、
行
政
効
果
を
高
め
る

視
点
に
立
ち
、
計
画
的
な
事
務
事

業
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

①
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て
、

行
政
が
真
に
貴
任
夕
痔
つ
べ
去
分

野
を
再
点
検
し
、
行
政
と
住
民
の

役
割
分
担
を
明
ぼ
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

　
本
市
で
は
、
先
に
宇
治
市
行
政
改
革
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
た
「
行

政
改
革
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
行
財
政

運
営
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
「
宇
治
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
改
屁
‥
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
大
綱
は
、
本
市
が
今
後
進
め
て
い
く
行
財
政
改
革
の

指
針
と
な
る
も
の
で
、
更
に
‐
常
的
に
点
検
を
行
う
た
め
、
毎
年
度
ご

と
の
見
直
し
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

主な具体的措置事項

②
当
初
の
目
的
忿
足
成
し
た
が
、

な
お
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
や
類

似
の
事
業
公
認
冒
す
る
な
ど
事

務
処
理
方
法
奪
収
善
す
る
こ
と
に

よ
り
、
簡
素
効
率
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

③
使
用
料
、
手
数
料
等
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
祠
つ

き
、
適
正
な
負
担
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

　
〈
補
助
金
等
の
見
直
し
》

　
補
助
金
は
、
市
民
生
活
の
向
上

や
諸
団
体
の
育
成
等
に
お
い
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
必
要
性
の
薄
れ
て
来
て
い

る
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
日
常
的

に
見
直
し
夕
行
い
、
削
減
、
終
期

設
定
及
び
廃
止
等
の
整
理
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

①
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り

存
続
す
る
意
義
が
薄
れ
た
も
の
や
、

事
業
目
的
を
既
に
達
成
し
た
も
の

に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
。

②
補
助
効
果
の
乏
し
い
事
業
に
つ

い
て
見
直
し
を
図
る
。

③
奨
励
の
意
味
で
補
助
金
衆
父
付

し
て
来
た
が
、
現
在
は
軌
道
に
乗

っ
て
い
る
も
の
や
、
助
成
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
事
業
実
施
が
可
能

と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
見
直
し

を
図
る
。

④
市
職
員
共
済
組
合
に
対
す
心
負

担
割
合
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
厳

し
い
行
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
適

正
化
に
努
め
る
。

2
、
組
織
・

機
構
に
つ
い

て
　
〈
組
織
・
機
構
の
簡
略
効
率
化
〉

　
組
織
・
機
構
は
、
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
行
政
に
つ
い
て
、
的
確
か

つ
迅
迷
に
事
務
を
処
理
し
て
い
く

た
め
、
合
理
的
で
能
率
的
な
も
の

で
あ
る
と
と
も
に
、
時
代
の
推
移
、

市
民
要
求
の
変
化
、
事
務
事
業
の

進
捗
状
況
等
に
弾
力
的
に
対
応
出

じ〉園児数の減少に伴い、公立幼稚園

　の効率的な運営と幼稚園教育の効

　果を上げるため統廃合を図る。

C〉定年などによる退職者の後任補充

　については必要最小限とし、また

　定期人事異動後に欠貝が生じた場

　合は原則として不補充とする。

じ〉退職手当の支綸率の是正について

　は、昭和61年度を初年度とし本市

　と国の支給率の差を毎年５分の１

　ずつ減じた経過捨置を設け, 65年

　度で国の支給率に合わせる。

≫直営施設と庁舎の管理業務につい

　て委託を推進する。

t>(仮小介地域市民センター、(仮)

　産業会館、束宇治浄化センターな

　どの公共施設の管理運営について

　は、民間委託や自主管理を原iiJと

　する。

㈹IIIリ

来
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
に
は
毎
年
度
、
組
織
・

機
構
の
点
検
と
見
直
し
を
行
い
、

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
。

①
多
様
化
す
る
市
民
の
要
求
に
的

確
か
つ
弾
力
的
に
対
応
出
来
る
よ

う
、
可
能
な
限
り
小
規
模
組
織
の

統
廃
合
を
進
め
る
と
共
に
、
組
織

間
に
お
け
る
機
能
の
重
複
を
避
け
、

市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
利

用
に
邨
す
い
組
織
と
す
る
た
め
、

類
似
業
務
の
一
元
化
を
進
め
る
。

②
新
た
な
行
政
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
や
む
を
得
ず
必
要
な
組
織

を
設
け
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

一
方
で
そ
れ
に
見
合
ラ
組
織
の
見

直
し
を
行
シ
等
ス
ク
ラ
ッ
プ
ー
ア

ン
ド
ー
ビ
ル
ド
方
式
の
一
層
の
徹

底
化
を
図
り
、
組
織
の
増
加
の
抑

制
を
図
る
。

③
組
織
間
の
有
機
的
連
携
を
図
り
、

円
滑
か
つ
的
確
な
行
啓
蚤
進
す

る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

や
連
絡
調
整
機
関
等
の
積
極
的
な

活
用
を
図
る
。

　
〈
附
属
機
関
等
の
見
直
し
〉

　
審
議
会
、
懇
談
会
等
は
、
行
政
・

運
営
に
あ
た
っ
て
広
く
市
民
の
意

見
か
聴
取
し
、
公
正
の
確
保
、
専

門
知
識
の
導
入
、
利
害
の
調
整
等

を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
来
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
必
要
性
‘

の
低
下
し
て
来
た
も
の
、
他
の
機

関
と
機
能
が
類
似
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
り
、
所
期
の
設
ｎ
の
目

的
、
活
動
の
実
態
等
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
、
行
政
迎
営
の
合
理

化
、
効
率
化
に
努
め
る
。

①
事
務
事
業
の
進
捗
等
に
よ
り
、

所
期
の
設
置
目
的
を
達
成
し
た
機

関
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
。

②
他
の
機
関
と
設
置
目
的
、
審
議

内
容
が
類
似
し
て
い
る
機
関
に
つ

い
て
は
統
合
し
、
委
員
の
数
、
構

成
、
任
期
等
の
改
善
を
図
る
。

③
法
令
の
改
正
に
よ
り
必
置
規
制

が
緩
和
さ
れ
た
機
関
に
つ
い
て
は
、

廃
止
ま
た
は
統
合
す
る
。

　
〈
外
郭
団
体
等
の
見
直
し
〉

　
外
郭
団
体
等
は
多
様
な
行
政
需

要
に
対
応
し
て
、
事
務
事
業
を
効

率
的
に
進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
公
共

施
設
の
充
実
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
等
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
そ
の
役

割
、
機
能
分
担
等
に
つ
い
て
見
直

し
を
図
る
必
要
性
が
あ
り
、
事
業

運
営
の
整
理
合
理
化
、
及
び
効
率

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

①
運
営
基
盤
が
確
立
し
た
も
の
、

事
業
目
的
を
お
お
む
ね
達
成
し
た

と
み
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
今
後
事

務
量
の
減
少
が
見
込
撒
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
の
職
員
派

4
、
適
正
な
給
与

3
　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方

公
務
員
法
の
給
与
決
定
の
原
則
に

よ
り
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と

の
整
合
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
市
も
今
日
ま
で
、
給
与
水

準
、
制
度
及
び
運
用
の
適
正
化
に

努
め
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
給
与
水
準
等
に
お
い
て
、

な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
早
期
是
正
に
向
け
て
、
昨
年
七

月
に
は
国
の
給
与
に
関
す
る
個
別

遣
等
を
縮
減
す
る
。

②
役
員
構
成
の
見
直
し
、
及
び
事

業
に
応
じ
た
適
正
な
組
織
・
機
構
、

定
員
管
理
に
向
け
て
働
良
示
け
る
。

、
適
正
な
定
員
管
理

　
　
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
」
と
い
う
従
来
か
ら
の

基
本
饗
ふ
に
沿
っ
て
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
の
簡
素

合
理
化
、
事
務
事
業
の
委
託
化
、

事
務
の
Ｏ
Ａ
化
等
を
促
進
す
る
と

共
に
、
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ー
ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド

を
原
則
と
し
て
極
力
抑
制
し
、
少

数
精
鋭
主
義
を
貫
い
て
定
員
管
理

の
適
正
化
に
努
め
る
。

①
定
員
に
つ
い
て
は
、
常
に
全
庁

助
言
指
導
の
団
体
と
し
て
、
指
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
退
職
手
当
に
関
し
て
も
、

支
給
率
等
に
つ
い
て
一
定
の
是
正

を
図
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

制
度
や
そ
の
運
用
等
に
つ
い
て
依

然
と
し
て
問
題
が
あ
り
、
国
の
退

職
手
当
に
関
す
る
個
別
助
言
指
導

団
体
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
給
与
、
退
職
手

当
、
諸
手
当
等
に
つ
い
て
、
更
に

見
直
し
を
図
り
、
制
度
及
び
運
用

①
給
与
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
給
与
水
準
及
び
運
用
に
つ

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
か
好
う

中
で
、
業
務
量
に
見
合
ラ
最
苧
ハ

員
の
配
置
及
び
業
務
負
担
の
公
平

性
を
図
り
、
事
業
の
終
了
や
業
務

量
の
減
少
し
た
部
門
に
つ
い
て
積

極
的
に
減
員
を
図
る
一
方
、
施
設

増
や
新
た
に
業
務
量
の
増
加
し
た

部
門
に
あ
っ
て
は
、
行
政
執
行
上

必
要
最
小
限
の
増
員
に
留
め
る
。

②
定
年
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
退

職
者
数
の
予
測
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
職
員
の
年
齢
構
成
を
も

勘
案
し
つ
つ
、
中
長
期
的
な
観
点

か
ら
採
用
計
画
か
饌
一
定
し
、
計
画

的
な
人
員
縮
減
を
図
る
。

③
研
修
の
充
実
等
職
員
の
能
力
開

発
に
努
め
、
提
案
制
度
等
を
通
じ

職
員
の
創
造
的
能
力
か
活
用
す
る

と
共
に
、
人
事
管
理
の
適
正
化
を

図
り
公
務
能
率
の
向
上
に
努
め
る
。

い
て
、
国
・
府
及
び
近
隣
都
市
と

の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

②
諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
現
仔
の

支
給
額
及
び
運
用
に
つ
い
て
、
地

域
の
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
国
・

府
及
び
近
隣
都
市
と
の
整
合
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

③
時
閣
外
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

定
時
の
時
間
内
業
務
処
理
の
徹
底

を
図
り
、
業
務
の
効
率
化
に
よ
り

減
少
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

④
勤
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
実
情

に
見
合
っ
た
時
差
勤
務
体
制
及
び

振
替
休
日
制
度
の
確
立
を
図
る
。

（
こ
の
続
き
は
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
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(その123)

　
江
戸
開
幕
以
来
、
上
林
家
は

上
方
代
官
と
し
て
、
山
城
を
始

め
大
和
、
摂
津
、
河
内
の
幕
府

領
の
民
政
上
の

取
り
締
ま
り
を

行
っ
て
き
て
い

た
。
上
林
家
と

い
っ
て
も
上
林

重
家
を
「
下
の
上
林
」
と
呼
ん

で
区
別
し
て
い
た
。
上
の
上
林

は
。
久
茂
の
あ
と
勝
永
、
勝
盛
、

豊
重
、
重
胤
、
久
豊
と
継
が
れ
、

宇
治
郷
代
官
と
し
て
幕
府
領
を

支
配
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
正
徳
三
年
（
一

七
一
三
）
、
宇
治
郷
代
官
に
就

任
し
た
久
豊
は
、
享
保
四
年
（

ろ
シ
か
。
上
林
家
の
借
金
高
や

返
済
が
ど
の
ぷ
つ
に
滞
っ
て
い

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
前
か
ら
多
額
の
借
金
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
も
っ
と

以
前
に
処
罰
さ
れ
て
も
お
か
し

く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
考
え
身
笞
の
は
、

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
行
っ
た

上
林
代
官
の
改
易

久
重
（
加
賀
入
道
）
に
は
久
茂
、
　
一
七
一
九
）
に
「
先
単
貧
多
　
享
保
の
改
革
と
何
ら
か
の
関
連

雫
、
春
松
、
政
重
の
四
人
の
　
分
の
負
金
あ
る
の
と
こ
ろ
い
辱
　
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

男
子
か
お
り
、
こ
の
ラ
ち
味
ト
、
　
々
上
納
遅
滞
に
を
よ
び
、
剰
へ
　
　
う
こ
と
で
あ
る
。
享
保
の
改
革

春
松
は
茶
師
に
、
久
茂
は
代
官
　
久
豊
も
負
金
あ
る
の
旨
曲
事
の
　
と
は
、
財
政
に
行
真
宦
っ
た

に
、
政
重
は
一
時
徳
川
家
康
の

家
来
に
、
そ
の
子
政
信
は
代
官

と
な
り
、
こ
の
二
家
が
代
官
を

世
襲
し
て
い
く
。
宇
治
で
は
、

久
茂
家
を
「
上
の
上
林
」
、
政

至
り
」
に
よ
り
、
代
官
は
免
職
、

知
行
地
四
百
九
十
石
も
没
収
さ

れ
た
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
久

豊
か
突
然
改
易
さ
れ
た
の
で
あ

幕
府
の
た
て
直
し
政
策
で
、
官

僚
体
制
の
整
備
、
年
貢
収
納
の

強
化
な
Ｉ
で
あ
る
。
こ
の
改
革

で
上
方
行
政
至
全
で
改
変
さ

せ
、
な
か
で
も
勘
定
所
機
構
を

先
人
の
暮
ら
し
を
学
ぶ

　
数
々
の
歴
史
を
刻
み
込
ん
だ
宇

治
の
風
土
。
そ
の
昔
か
ら
、
日
本

文
化
の
形
成
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、

宇
治
公
民
館
で
郷
土
史
講
座

地
域
独
自
の
文
化
を
創
り
出
し
て

来
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
・
文
化
を

築
い
た
昔
の
人
々
の
、
折
々
の
生

き
方
や
暮
ら
し
欠
字
習
し
な
が
ら
、

今
に
つ
な
が
呑
私
た
ち
の
生
活
も

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
。
時
間

映16

改
革
し
、
勘
定
奉
行
の
下
に
上

方
代
官
を
統
率
さ
せ
た
。
こ
れ

は
年
貢
の
徴
収
か
涌
一
化
し
、
代

官
の
統
制
の
一
元
化
を
ね
ら
っ

た
の
で
あ
る
。
幕
府
に
と
っ
て
、

宇
治
郷
代
官
の
莫
大
な
引
負
金

は
見
過
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い

問
題
だ
っ
た
の
で
あ
う
っ
’
。

　
上
林
久
豊
に
代
っ
て
、
宇
治

卜
熱
心
に
受
講
（
昨
年
の
郷
土
史
講
座
）

上林代官系図

は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時
▼

会
場
・
：
宇
治
公
民
館
第
三
会
議
室

▼
講
師
・
：
焚
薮
育
課
と
歴
史
資

料
館
の
職
員
ｙ
対
象
・
定
員
・
・
海

内
在
住
の
人
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
：
宇
治
公
民
館
（
宇
治

里
尻
7
1
－
９
豊
⑩
2
8
0
4
）
へ

電
話
ま
た
は
直
接
来
館
で
。
６
月

２
日
側
か
ら
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

1
6
ミ
リ
映
写
機
　
操
作
技
術
講
習
会

1
6
日
か
ら
中
央
公
民
館
で

　
1
6
ミ
リ
映
写
機
か
莉
用
し
て
、

地
域
や
職
場
な
ど
で
の
学
習
会
や

子
μ
旨
套
で
の
映
画
会
な
ど
を
、

充
実
し
た
も
の
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
中
央
公
民

館
で
は
、
公
民

館
保
有
の
映
写

雙
嘉
則
し
て

い
た
だ
く
た
め

に
、
操
作
技
術

講
習
会
を
開
き

圭
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内

容
…
下
表
▼
会

場
・
：
中
央
公
民
館
▼
講
師
・
：
ム
ー

ビ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
・
有
田
幸
雄

洋
瓦
▼
対
象
・
：
1
8
歳
以
上
の
市
民

ま
た
は
、
市
内
に
勤
務
し
て
い
る

▲映写機操作の練習

郷
代
官
に
は
、
下
の
上
林
の
政

武
が
就
任
す
る
。
こ
の
交
代
は

同
じ
宇
治
に
住
居
を
も
ち
、
ま

た
同
族
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
宇

治
郷
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど

と
ま
ど
い
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
い
か
し
政
武
も
寛
保
三
年

　
（
一
七
四
三
）
に
代
官
を
免
職

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
次
回
で
述
べ

よ
う
。

１
〃
－
〃
Ｌ
〃
―

　
長
ら
Ｓ
Ｅ
切
れ
と
な
っ
て
い

ま
し
た
「
宇
治
市
呂
第
二
巻

は
、
六
月
十
五
日
か
ら
発
売
。

価
格
は
一
冊
四
千
円
。
申
し
込

み
は
、
歴
史
資
料
館
（
折
居
台

一
上
容
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

μ

盛

（
初
代
峯
順
）

平

入

如
Ｉ
レ
に
Ｆ
レ
レ
如
ｎ

（
二
代
峯
順
）
｛
｝
二
代
峯
順
）
（
門
太
郎
）

-

人
で
、
５
日
間
出
席
出
来
る
人
▼

定
員
・
・
・
6
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
：
宇
治
市
中
央
公
民
館
（
折

居
台
一
丁
目
一
、
文
化
セ
ン
タ
ー

内
・
ａ
⑩
1
4
1
1
）
へ
電
話
か

直
接
来
館
で
。
は
が
き
の
場
合
は
、

往
復
は
が
き
に
講
習
会
名
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
（
年
齢
）
、
職
業

を
明
記
し
、
６
月
1
2
日
俐
ま
で
に
。

　
な
お
、
以
前
に
操
作
免
許
を
取

得
し
て
、
更
新
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
は
、
こ
の
期
間
に
更
新
し

で
Ｉ
だ
さ
い
。
1
6
ミ
リ
映
写
機
・

フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

内容郷土史講座の日程・

回 日　程 内　　　　容

１ 6川7日(刈
開丿式
古代夜あけの宇治

２ 6;j24日(刈 要衝としての宇治

３ ７月1出勾 中世宇治における合戦と芸能

４ 7 n 8日(■≪
｢ムラ」の紅らし・点描
　　一l<.t%とS2J.*li語る－

５ ７月15日固． 地域文化と宇冷

は
、
講
習
会
を
修
了
し
た
人
が
上

映
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
減
塩
梅
干
し
作
り

　
　
　
講
習
会

　
家
庭
で
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、

食
生
活
か
ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
塩
分
夕
ぴ
か
え
た
梅
干
し
作

り
の
講
習
会
を
開
空
ぶ
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
６
月
1
8
日

困
、
午
前
1
0
時
～
正
午
Ｕ
１
小
倉
公

民
館
。
1
9
日
俐
、
午
前
1
0
時
～
正

午
＝
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
、
午
後

（
（
市
行
政
改
革
大
綱
の
あ
ら
ま
し

一
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

　
〈
外
部
委
託
の
推
進
〉

　
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
単
に
経
済
的
な
効
率
性

の
追
究
だ
け
で
な
ぐ
、
業
務
及
び

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
性
の
視
点

忿
望
見
、
「
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
か
挙
げ
る
」
と
い
ラ
地
方

自
治
の
精
神
登
尋
重
し
つ
つ
、
一

定
の
成
果
か
挙
げ
て
来
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

こ
の
華
揃
念
に
立
脚
し
、
引
き

続
き
民
間
等
の
創
意
と
活
力
に
委

ね
る
方
が
、
よ
り
大
き
な
行
政
効

果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
出
来
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
外
部

委
託
か
通
め
る
。

①
定
型
的
、
臨
時
的
業
務
に
つ
い

て
は
、
業
務
量
を
正
確
に
把
握
し
、

外
部
の
専
門
的
技
術
や
能
力
の
活

用
を
図
る
。

②
調
査
、
研
究
、
診
断
等
の
業
務

に
つ
い
て
は
、
外
部
の
専
門
的
知

識
や
技
術
の
活
用
を
図
る
。

③
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
孝
の
細
か
な

対
応
を
図
り
、
ま
た
市
民
意
識
の

高
揚
か
目
指
す
た
め
の
業
務
に
つ

い
て
は
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
て
、
運
営
の
適
正
化
を
図
る
。

④
業
務
の
委
託
に
際
し
て
は
、
行

２
時
～
４
時
＝
木
幡
公
民
館
▼
内

容
…
減
塩
梅
干
し
の
作
り
方
、
梅

料
理
、
梅
の
効
用
に
つ
い
て
▼
講

16ミリ映写機操作技術講習会の日程･内容

日　時 内　　　　容

１
6 月16日㈲
18:30-21:00

開講式・オリエンテーション

講義「映写機の原理･構造について」

２
6.月17日(迦

18:30-21:00
講義「映写機の構造･禅作について」

３

6
H 18 日{徊
13:00-21:00 (実技)

　映町機の操作練習

　(いずれの日かの都合のよい時間帯に)

　　　午後i時~
5時

　　　午後6時~ 9時

6
月19 日附

13:00-21:00

6
月20日Oi

13:00～21:00

４
6 月21日出
13:00-20:00

（テスト）映写機の原理･構造
　　　　　映写機の操作テスト
　　　蒜難3糾丿顕

５
６月24日(■≪

19:00～21:00

禅作免許証交付･教材利用について

映画「この流れの彼方に」
閉講式

政
責
任
の
確
保
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
に
努
め
る
。

⑤
委
託
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

受
託
者
の
業
務
逐
行
能
力
に
つ
い

て
十
分
な
調
査
名
竹
い
、
最
適
の

委
託
先
夕
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
〈
Ｏ
Ａ
化
の
推
進
〉

　
事
務
の
電
算
化
や
Ｏ
Ａ
機
器
の

利
用
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

並
び
に
行
政
運
営
の
円
滑
か
つ
効

率
的
な
推
進
を
確
保
し
て
い
く
た

め
の
一
手
段
と
し
Ｖ
Ｊ
ｆ
ｉ
風
つ
け
、

そ
の
長
期
的
展
望
と
具
体
化
に
向

け
て
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
土
八
年
の
「
宇
治
市
電
算
機
利

用
基
本
構
響
及
び
基
本
方
針
」
と

五
十
八
年
の
「
Ｏ
Ａ
機
器
の
利
用

推
進
に
つ
い
て
」
で
方
針
化
さ
れ
、

今
日
ま
１
訂
圃
的
に
推
進
し
て
来

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
昭
和
六
十
年
三

月
、
市
民
課
に
導
入
さ
れ
た
住
民

基
本
台
帳
の
電
算
化
処
理
は
、
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
迅
速
、
的
確

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
提
供
し
て
お

り
、
大
き
な
成
果
か
挙
げ
て
い
る

一
事
例
で
あ
り
、
ふ
築
も
積
極
的

に
事
務
の
電
算
化
及
び
Ｏ
Ａ
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
ｙ
る
。

①
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
や

住
民
サ
Ｌ
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

運
営
の
効
率
化
、
高
度
化
の
た
め

に
電
算
化
、
Ｏ
Ａ
化
の
積
極
的
な

導
入
や
活
用
を
図
る
。

②
個
人
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

師
・
・
・
宇
治
市
食
生
活
改
善
推
進
員

　
「
若
葉
の
戸
▼
対
象
・
定
員
・
：

市
内
在
住
の
人
で
各
会
場
5
0
人
（

水彩画教室の日程・内容

回 日　程 内　　　　容

１ ６月12日(心
オリエンテーション・水彩画について
・用輿の説明

２ ６月19日(ね静物「くだもの」.「花」の描き方

３ 6 月26日(ね静物仕上げ

４ ７月3日田 風景の描き方剛

５ 7月o日田 風景の描き方(2)
'6 ７月17日(昶風景仕上げ・全体のまとめ

保
護
問
題
や
職
員
の
労
働
安
全
衛

生
面
か
ら
の
健
康
問
題
に
つ
い
て

十
分
な
配
慮
を
行
う
。

　
６
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営

　
社
会
教
育
施
設
や
体
育
施
設
、

福
祉
施
設
等
の
公
共
施
設
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
の
性
格

や
設
置
目
的
に
応
じ
て
委
託
し
た

方
が
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
を

住
民
に
提
供
出
来
住
鴎
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
も
法
人
等
に
管
理
運
営
を

委
ね
る
な
ど
、
一
定
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
采
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
時
代
の
変

化
に
伴
う
市
民
ニ
ー
ズ
や
価
値
観

の
多
様
化
等
か
勘
案
し
た
対
応
を

行
シ
た
め
に
、
適
切
な
管
理
運
営

に
努
め
て
行
く
こ
と
と
ず
る
。

①
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
出
来

る
限
り
既
存
施
設
の
多
角
的
有
効

利
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の
新

設
は
必
要
最
小
限
に
留
め
る
。

②
公
共
施
設
の
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
規
模
及
び
施
設
整
備
水

準
等
に
十
分
配
慮
す
る
と
共
に
、

類
似
関
連
施
設
の
複
合
化
に
極
力

努
め
る
。

③
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
、
民
間
委
託
や
嘱
託
等
の
活

用
を
図
る
と
共
に
、
地
域
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
参
画

先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
６
月
２

日
か
ら
希
望
す
る
会
場
へ
電
話
で
。

木
幡
公
民
館
＝
豊
⑩
８
２
９
０
、

小
倉
公
民
館
＝
豊
⑩
４
６
８
７
、

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
＝
保
健
予
防

課
豊
⑩
3
1
4
1
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
市
民
ア
ト
リ
エ

　
　
　
　
水
彩
画
教
室

　
宇
治
公
民
館
で
は
水
彩
画
教
室

を
開
き
ま
す
。
余
暇
を
有
効
に
利

用
し
て
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
多
数
ご
応
募
ぐ
だ

さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
上
表
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時
▼

と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼
講
師
…

を
図
っ
て
行
ぐ
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の

地
域
の
自
主
管
理
を
原
則
と
す
る
。

④
公
共
施
設
の
利
用
に
際
し
て
は
、

そ
の
実
態
に
応
七
受
益
者
負
担
の

導
入
に
努
め
る
。

7
、
議
会
に
つ

い
て

　
本
市
の
議
員
定
数
は
、
地
方
自

治
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
四

十
人
で
あ
る
が
、
昭
和
四
土
八
年

以
来
、
宇
治
市
議
必
一
議
員
の
定
数

減
少
に
関
す
る
条
例
に
積
つ
き
、

三
十
二
人
に
削
減
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
議
員
定
数
が
今
日
ま
で
維

持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
口
の
増

加
が
最
近
で
は
鈍
化
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
道
路
網
の
整
備
充
実
に

よ
り
、
議
§
洒
動
が
容
易
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
は
、
地
方
行
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
の
下
で
、
議
員
定
数
の
削
減

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
定
数
削
。

減
は
、
住
民
か
代
表
す
る
議
事
機

関
と
し
て
、
多
様
化
す
る
住
民
の

意
見
や
要
望
度
ｍ
政
に
反
映
さ
せ
、

更
に
は
、
検
査
、
検
閲
等
を
通

じ
て
、
行
政
監
視
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
の
活
動
能
力
夕
低
下
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
現
在
の

議
員
定
数
か
羅
持
す
る
。

京
都
水
彩
画
会
委
員
・
栗
栖
源
一

さ
ん
▼
費
用
・
：
教
材
費
五
百
円
▼

準
回
？
・
申
し
込
み
受
付
時
に
説

明
▼
対
象
・
定
員
・
：
市
内
在
住
の

人
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
宇
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－

９
豊
⑩
2
8
0
4
）
へ
、
教
材
費

夕
添
え
て
直
接
来
館
で
。
６
月
２

日
側
か
ら
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
宇
治
公
民
館

　
６
月
５
日
は
臨
時
休
館

　
宇
治
公
民
館
吊
民
会
館
）
は
、

都
合
に
よ
り
６
月
５
日
困
を
臨
時

休
館
と
し
ま
す
。
利
用
の
際
は
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。
（
宇
治
公
民
館
）

598

宇
治
市
史
の
窓

５
、
外
部
委
託
及
び

O
A
化
の
推
進
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今期は６月～８月まで

　
市
で
は
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
品
物
を
別
の
家
庭
で
有
効
に
利

用
し
て
い
た
だ
ぐ
不
用
－
回
報
セ

ン
タ
ー
を
、
年
二
回
（
前
期
・
後
期
）

開
設
。
今
回
、
前
期
と
し
て
六
月

二
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま
で
の
三

ヵ
月
間
実
施
し
ま
す
。
欲
し
い
物
、

譲
り
た
い
も
の
を
、
ど
し
ど
長
Ｅ

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
提
供
者
、

希
望
者
共
、
電
話
、
は
が
き
、
ま
た

は
来
庁
で
、
不
用
品
情
報
セ
ン
タ

ー
（
干
Ⅲ
宇
姿
皆
3
3
・
市
役
所

商
工
観
光
課
消
費
生
活
係
・
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
Ｉ
午
後
３
時
。
土
曜
日

は
午
前
９
時
～
Ｈ
時
。
日
曜
・
祝

日
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

　
▼
登
録
項
目
・
：
品
名
、
規
格
、
形

式
、
購
入
年
月
、
消
耗
の
程
度
、
希

望
価
格
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

と
連
絡
先
、
そ
の
他
の
希
望
条
件
。

百
Ｍ
罰
目
的
の
た
め
、
高
額
な

提
供
は
ご
遠
嵐
く
だ
さ
い
。

　
▼
主
な
取
り
扱
い
品
・
：
家
具
、

電
気
製
品
、
楽
器
、
石
油
・
ガ
ス
器

具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・
子
芦
も
用

品
（
お
も
ち
や
、
絵
本
、
衣
類
な
ど

か
薩
く
）
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー

用
品
、
一
般
家
庭
用
品
（
食
品
、
洗

剤
、
衣
類
、
日
用
・
哩
と
を
除
く
）
、

学
用
品
（
雑
誌
、
文
具
を
除
ぐ
）
な

ど
。
再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、
修

理
の
不
要
な
も
の
に
限
る
。
転
売

や
趣
味
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
、

医
療
器
材
、
食
品
、
生
き
物
は
対
象

外
。

　
▼
品
物
の
取
引
方
法
・
：
提
供
、

希
望
の
条
件
が
お
お
ひ
ね
一
致
し

た
場
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
希

望
者
に
連
絡
し
、
当
事
者
間
で
話

見
い
ま
す
。
結
果
は
1
0
日
以
内

に
希
望
者
か
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
に

報
告
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
▼
問
題
な
ど
の
処
理
・
：
畝
障
、

欠
陥
、
そ
の
他
の
問
題
が
生
じ
た

場
合
は
、
当
事
者
間
で
話
に
乙
Ｊ
い

べ
市
は
一
切
の
問
題
に
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
。
（
商
工
観
光
課
）

お
知
ら
せ

　
私
立
幼
稚
園
児
の

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
に
四
・

五
歳
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
ご
父

兄
に
幼
稚
園
を
通
じ
て
保
育
料
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

六
月
下
旬
に
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
、

　
「
調
書
」
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

昭
和
六
十
一
年
度
の
「
市
・
府
民

税
納
税
通
知
書
」
宮
ぶ
え
て
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
補
助
金
支
給
は
、

十
二
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
高
等
学
校
へ
の

　
　
　
就
学
援
助

　
府
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
就
学

住
民
票
な
ど
正
し
い
利
用
を

６
月
１
日
か
ら
請
求
の
取
り
扱
い
変
更

　
六
月
一
日
か
ら
「
住
民
基
本

台
帳
法
」
が
改
正
・
施
行
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
改
正
は
、
住
民

票
の
適
正
な
利
用
を
図
り
、
個

人
の
基
本
的
人
権
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
住
民
票
写
し
の

　
　
　
内
容
を
変
更

　
特
別
の
請
求
理
由
が
な
い
限

り
、
住
民
作
男
写
し
に
は
世
帯

主
と
の
続
柄
や
戸
籍
表
示
（
本

籍
、
筆
頭
者
名
）
が
省
略
し
て

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
に
は

　
具
体
的
な
理
由
を

　
住
民
心
ｔ
の
写
し
を
請
求
す
る

時
に
は
、
申
請
用
紙
に
使
用
目

的
と
提
出
先
を
具
体
的
に
書
い

ヴ
ク
ヽ
だ
さ
い
。
請
求
理
由
に
よ

っ
て
は
、
世
帯
主
と
の
続
柄
や

戸
籍
の
表
示
今
套
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
家
族
以
外
の

人
が
こ
れ
ら
の
記
載
事
項
舎
ｍ

求
す
る
時
に
は
、
本
人
の
承
諾

書
（
下
図
参
昭
一
）
が
必
要
で
す
。

　
住
民
票
の
写
し
を
は
じ
め
、

戸
籍
の
付
票
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
舎
ｍ
求
す
る
際
に
は
、

申
請
者
（
来
庁
者
）
の
印
鑑
が
必

要
で
す
。
住
民
｀
厄
載
事
項
証

明
に
は
、
証
明
す
る
用
紙
も
お

忘
れ
な
く
。

　
住
民
｀
応
写
し
な
ど
賀
偽

り
や
そ
の
他
の
不
正
手
段
Ｓ
ｍ

求
し
た
時
は
、
過
料
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
請
求
理
由
が

個
人
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す

る
と
認
め
ら
れ
る
時
な
ど
に
は
、

請
求
に
ｔ
－
じ
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。

援
助
と
し
て
、
奨
学
金
と
入
学
支

度
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
▼
支
給
対
象
…
昭
和
6
1
年
度
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
子
弟
で
、
学

校
敦
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
ま
た
盲
学
校
、

聾
（
ろ
う
）
学
校
の
高
等
部
に
就
学

し
、
次
の
世
俗
に
該
当
す
る
人
。

①
母
子
世
帯
・
・
・
ほ
と
2
0
歳
未
満
の

子
ま
た
は
ほ
子
と
6
5
歳
以
上
の
人

だ
け
で
構
成
す
る
世
帯
②
父
子
世

帯
・
：
父
と
2
0
歳
未
満
の
子
ま
た
は

父
子
と
6
5
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構

成
す
る
世
帯
③
児
童
世
帯
・
：
父
ほ

の
無
い
2
0
歳
未
満
の
人
ま
た
は
児

童
と
、
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

で
構
成
す
る
世
帯
④
身
体
障
害
者

世
帯
・
：
父
母
ま
た
は
そ
の
一
方
が

国
民
年
金
法
別
表
に
定
め
る
程
度

の
世
帯
▼
支
給
額
…
○
奨
学
金
（

月
額
）
…
国
公
立
全
日
制
＝
九
千

二
百
円
、
国
公
立
高
等
専
門
学
校

上
万
一
千
二
百
円
、
私
立
全
日

制
１
一
万
七
千
二
百
円
、
通
信
制

１
　
　
半
円
○
入
学
支
度
金
…
国
公

立
＝
五
万
五
千
円
、
私
立
全
日
制

―
土
〈
万
円
、
定
時
制
―
十
二
万

円
、
通
信
制
＝
四
万
円
。

　
ご
希
望
実
は
、
在
学
証
明
書

と
印
鑑
か
痔
参
の
上
、
六
月
三
十

日
ま
で
に
福
祉
砂
屋
病
き
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
戸
籍
請
求
も

　
６
月
１
日
か
ら

〈
戸
籍
の
謄
・
抄
本
を
請
求
出

来
る
人
〉

　
①
そ
の
戸
籍
に
栽
っ
て
い
る

人
②
そ
の
人
の
配
偶
者
と
直
系

血
族
（
夫
、
妻
、
父
ほ
、
子
、
孫

な
ど
）
③
以
上
の
人
の
承
諾
書

広
野
町
丸
山

　
中
村
　
勇
貴
ち
ゃ
ん

　
在
宅
障
害
者

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
’
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
社

会
福
祉
協
議
会
（
ａ
⑩
5
6
5
4
）

へ
。
　
〈
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〉

　
▼
と
き
・
：
６
月
1
5
日
間
、
午
前

1
0
時
に
総
合
福
祉
会
館
前
集
合
。

解
散
も
同
じ
場
所
（
雨
天
中
止
）
▼

行
声
禿
・
・
・
奈
良
公
園
▼
対
象
：
車

い
す
利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
▼
参

加
費
…
六
百
円
程
度
（
東
大
寺
拝

観
料
、
交
通
費
、
昼
食
費
な
ど
）
▼

申
し
込
み
・
：
６
月
３
日
脚
ま
で
。

　
必
要
な
人
に
は
、
出
来
得
る
範

囲
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。
車
い
す

（
左
図
参
照
）
か
提
出
し
た
人
④

弁
護
士
等
の
有
資
格
者
。

　
請
求
手
続
き
は
、
住
民
酉
覆

ど
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
住
民
票
？
戸
籍
の
不
当
な
利

用
を
無
く
し
、
快
適
な
市
民
生

活
を
営
め
る
ぷ
っ
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
（
市
民
課
）

　　承　諾　書

Ｕ匝亜二▽コ

に匡万二▽］

心

必要ですので､代理人二

が請求することについて承諾しました。

日
　
跨

昭和　年　月

住所
氏名

生年月日

宇治市長殿

　　　承諾者

　ゆうきちゃんの大好きなオモチ

ャは自動車。元気で活発な男の子

です。

　この欄に掲載するお子さん（GO

年６月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

ト
イ
レ
も
あ
り
。

　
〈
歩
行
の
方
法
講
習
会
〉

　
▼
と
き
・
内
容
…
６
月
1
8
日
出

＝
歩
行
訓
練
入
門
、
体
験
発
表
、

2
5
日
困
＝
手
引
京
存
か
受
け
る

要
領
、
７
月
２
日
困
＝
視
覚
障
害

者
の
補
装
具
、
９
日
困
＝
視
覚
代

行
最
新
機
器
の
紹
介
（
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時
）
▼
と

こ
ろ
・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・

視
覚
障
害
者
▼
参
加
費
…
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
６
月
1
0
日
脚
ま
で
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
防
火
管
理
者
資
格
の

　
　
　
講
習
会

　
▼
と
き
…
６
月
2
6
日
出
、
2
7
日

宙
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
午

後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
…
南
京
都
信

用
金
庫
本
店
七
階
（
国
鉄
宇
治
駅

前
）
▼
対
象
・
：
消
防
法
第
８
条
に

規
定
す
る
防
火
管
理
者
の
資
格
取

得
を
希
望
し
、
宇
治
市
、
城
陽
市
、

久
御
山
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
人
▼
定
員
・
・
・

1
5
0
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
・
・
一
二
千
五
百
円
（
資
料
代

な
ど
）
▼
申
し
込
み
…
居
住
地
か

勤
務
地
を
管
轄
す
る
消
防
（
分
）
署

に
置
い
て
あ
る
所
定
の
受
講
申
込

書
で
。
写
真
（
正
面
、
上
半
４
、

すこや

か

無
帽
、
。
無
背
景
、
縦
・
横
４
×
３

？
）
と
印
鑑
が
必
要
▼
申
し
込
み

期
間
・
：
６
月
９
日
㈲
～
1
4
日
出
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
消
防
本
部
予
防
課

（
き
⑩
0
1
1
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
浄
水
場
見
学
会

　
▼
と
き
…
６
月
４
日
困
と
６
日

宙
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
ま
で
に

水
道
庁
舎
前
に
集
合
（
見
学
は
午

後
３
時
半
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
浄
水
場
（
五
ヶ
庄
高
車
）
▼
定
員

…
4
0
人
（
先
首
順
）
▼
申
し
込
み
・
：

６
月
２
日
㈲
～
３
日
脚
の
午
前
中

ま
で
に
水
道
部
総
務
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
水
道
週
間
中
（
六
月
一

日
～
七
日
）
は
、
水
道
部
で
ケ
レ
″

プ
（
パ
″
キ
ン
グ
）
の
無
料
配
布
を

行
い
ま
す
。
（
水
道
部
総
務
課
）

　
ジ
ャ
ズ
体
操
講
習
会

　
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
主

催
で
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
…
６
月
１
９
　
　
日
俐
、
午
後

１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
ジ
ャ
ズ
体

操
の
基
本
と
実
技
▼
講
師
・
：
平
岡

百
合
子
さ
ん
▼
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
準
備

品
・
：
運
動
に
適
し
た
服
装
、
上
靴
、

大
型
タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
…
６
月

２
日
向
か
ら
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
（
ａ
⑥
2
3
1
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
水
石
展

　
宇
治
愛
石
会
の
主
催
。
今
回
は
、

手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
楽
し
め
る
小

さ
な
石
を
集
め
ま
し
た
。

　
▼
と
き
…
６
月
７
日
出
と
８
日

面
、
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼

市民体育の
お知らせ

……:･問い合わせ

市民体育課･酋図3141

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
と
き
…
６
月
1
5
日
面
、
午

前
９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
中
学
校
運
動
場
・
体
7
7
館
▼

内
容
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
準
備
品
：
上

靴
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み
）
▼
申

し
込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
８
日
面
、
午

前
８
時
半
に
国
鉄
宇
治
駅
前
集

と
こ
ろ
・
：
観
光
セ
ン
タ
ー
２
階
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
６
月
の
社
会
保
険
相
談

　
年
金
や
健
康
保
険
に
つ
い
て
の

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
６
月
1
3
日

廊
＝
木
幡
公
民
館
、
2
7
日
吻
＝
宇

治
公
民
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
～
４
時
。
（
保
険
年
金
課
）

　
電
話
料
金
を

　
点
字
で
お
知
ら
せ

　
Ｘ
Ｔ
Ｔ
（
日
忠
信
電
算
）
が
、

目
の
不
自
由
な
人
を
対
象
に
、
電

話
料
金
の
お
知
ら
せ
奎
昆
女
で

行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
最

寄
り
の
電
話
局
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

養育相

談
☆
６
月
か
ら
始
め
ま
す
☆

乳
幼
児
を
育
て
る
上
で
の
心
配
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
電
話
相
談
…
毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午

●
面
接
相
談
…
毎
月
第
一
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時

　
　
　
　
　
木
幡
保
育
所
（
木
幡
東
中
）
豊
⑩
7
1
2
3

（
と
こ
ろ
）
北
小
倉
保
育
所
（
小
倉
町
堀
池
）
豊
⑩
4
1
1
3

合
（
雨
天
の
場
合
、
1
5
日
間
に

延
期
）
▼
コ
ー
ス
…
国
鉄
宇
治

駅
↓
安
土
駅
↓
桑
実
寺
↓
観
音

正
寺
↓
襲
煩
駅
（
解
啓
の
徒

歩
行
程
約
1
6
‘
Ｅ
▼
準
備
品
・
・
・
弁

当
、
水
筒
、
雨
具
▼
交
通
費
・
：
各

自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
…
木
村

長
次
さ
ん
（
豊
⑤
3
6
3
3
）
へ
。

　
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

　
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
…
６
月
2
4
日
脚
、
2
6

日
困
、
７
月
１
日
㈹
、
８
日
㈹

（
以
上
午
後
７
時
半
～
９
時
半
）
、

７
月
５
日
出
～
６
日
面
（
１
泊

２
日
の
実
習
、
時
間
は
午
前
９

時
半
か
ら
）
▼
と
こ
ろ
・
：
西
小

倉
小
学
校
（
実
習
は
炭
山
キ
ャ

ン
プ
セ
ン
タ
’
‐
‐
・
）
▼
内
容
・
：
キ

ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
に
関

す
る
基
礎
知
識
の
修
得
▼
対
象

・
・
・
野
外
活
動
指
導
者
余
争
市

民
ま
た
は
市
内
勤
務
者
▼
定
員

…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
…

6月1日は人権擁護委員の日

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
日
。
昭
和
二
十
四
壬
八
月

人権擁護委員さん(敬称略)

四
千
円
（
食
事
・
ク
ラ
フ
ト
代
な

ど
）
▼
申
し
込
み
・
：
６
月
２
日

㈲
か
ら
2
0
日
倒
ま
で
に
市
民
体

育
課
へ
電
話
で
。

　
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
使
用
の
仮
受
け
付
け

　
七
月
十
九
日
出
か
ら
八
月
三

十
一
日
㈲
ま
で
の
期
間
に
、
炭

山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
野
外

活
動
教
具
（
ハ
ン
ゴ
ウ
・
な
べ
）

の
使
用
夕
計
画
し
て
い
る
団
体

の
使
用
仮
受
け
付
け
を
始
め
ま

す
。
使
用
許
可
は
、
調
整
後
決

定
し
ま
す
。

　
な
お
、
７
月
2
6
日
比
・
2
7
日

聞
は
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ

ー
の
使
用
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
▼
仮
受
付
期
間
・
：
６
月
２
日

㈲
～
８
日
出
▼
対
象
・
：
野
外
活

動
の
指
導
者
が
い
る
市
内
の
青

少
年
団
体
▼
使
用
料
・
：
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
直

接
。

一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
、
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
、
明

る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
十

人
お
ら
れ
ま
す
。
人
権
に
関
す

る
こ
と
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

欠
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
　
６
月
の
人
権
相
談

　
▼
と
き
…
６
月
C
M
日
團
、
午

前
1
0
時
１
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
：
市
民
会
館
２
階
▼
費
用
…
無

料
。
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

山

□

政

一

松

本

得

－

前

川

桂

子

福

島

秀

次

谷

□

武

治

熊

木

治

夫

北

川

稔

井
戸田

保

東

重

子

青

山

一

雄

氏

名

小
倉
町
西
浦
72

宇
治
蔭
山
17
の
32

藍

落

ム

69

広
野
町
寺
山
53
の３

宇
治
宇
文
字
11
の
12

横
島
町
北
内
53

伊
勢
田
町
毛語
40

木
幡
熊
小
路
４
の８

羽
拍
子
町
22

吉

茫

29

住

所

22
１
２
４
４４

22
ｊ
２
２
２５

21
ｊ
３１

８

43

　１

　２

　６

　８

　９

21
１
４
６
１１

22
１
０
１
５３

41
ｊ
７
２
６０

31
１
８
４
８９

43
１
７
７
２３

21
１
４
３
８０

電

話

599

^不用品情報センターを開設

人権思想の向

上を



　　　献血

●４日(宇治市役所lO時～正午と13時～15時

　半),

6日(三谷合金製作所前1O時~15時

　半〈主催=大曲町内会〉)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●10日(木幡公民分館1O時4O分発、小介公民

　館10時50分発、旦椋公会堂ll時lO分発、宇

　治保健所11時半着)｡その他、毎週月曜日

　(午前９時-lO時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(23日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(4日、18日、京都府

　宇治地方振興局a@2049、9時～16時).

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

　額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守

J ･ ● ･ ゜ ･ ･ ･ ･ ゜ ･ ゜ ゜ ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●● ･ ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●●●●●●●●ゝ

ミ　
社会福祉協議会・法律 ( 定 員 1 0 A ） ・ 年

ｌ

ｉ 金

・ 結 婚 ・ 心 配 ご となどの相談日程や
、

ミ

：行政

一 ･ 人 権 ・ 消 費 生 活 ・ 精 神 薄 弱 者 相談

：

　の日程は

、

6 1 年 度 版 「 市 民 カ レ ン ダ ー と

ｉ

手びき

」

に掲載

。

ご利用ください

。　　

ｌ

このほか、市政相談と一般生活相談は:

ＳｉｇＣ士[ｄ君1昔ぷ丿ご〃　柚沁^ぷ奔釘n言右け応!：市役所市民相談室で、消費苦情相談は商：

　工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

１日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相ｌ

ミ談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉１
ｉ会館3 階の家庭児童相談室(a⑩8698) i

　で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

ｌ金曜日の９時～16時に総合福祉会館2階：

　の老人福祉センター(a⑩5652)で。

L…………………………………………………………………j

６
月
1
4
日
か
ら
塔
の
島
畔
で

宇
治
川
の
ウ
飼
い

　
六
月
十
四
日
か
ら
琲
の
島
上
流

一
帯
で
、
鵜
（
ウ
）
飼
い
が
始
ま

り
ま
す
。
ご
家
族
お
号
｛
一
い
で
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
・
：
６
月
1
4
日
出
～
８
月
3
1

　
日
面

▽
乗
船
場
所
・
・
・
喜
撰
橋
西
詰
め

▽
料
金
・
：
乗
合
船
―
大
人
千
三
百

　
円
、
子
戸
も
（
小
学
生
ま
で
）

　
六
百
円
。
貸
し
切
口
船
上
万

　
七
千
円
（
1
0
人
乗
り
）
、
二
万

　
五
千
円
（
1
5
人
乗
り
）
、
三
万

　
五
千
円
（
2
0
人
乗
り
）
、
五
万

　
円
（
3
0
人
乗
り
）

▽
乗
船
時
間
・
・
・
午
後
７
時
ご
ろ

▽
観
覧
船
予
約
一
・
・
宇
治
川
観
光
通

　
船
（
容
⑤
2
3
2
8
）
へ

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
川
観
光
通

　
船
ま
た
は
、
観
光
協
会
（
Ｓ
⑩
３

　
３
３
４
）
ま
で
。
（
商
工
観
光
課
）

600

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
6
月

分
）

移
動
図
書
館

Ｍ
一
日
虚

2
5
日
南

2
4
日
出

2
0
日
吻

1
8
日
團

1
7
日
叫

1
3
日
1

‐
日
團

1
0
日
g

６
日
吻

５
日
困

４
日
南

３
日
叫
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

北
横
島

広
　
野
開
伊
勢
田

蔭
　
山

棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
粟

木
幡
岡
　
屋

福
　
角

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

1
5
‥
0
0
～
1
6
‥
0
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
泌

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
0
一
0
0
～
Ｈ
‥
1
0

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
６
・
０

_

.

■
―
.

,
-
.
.
o

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

Ｏ
・
０
　
１
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
’
ｏ
～
１
・
３

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
一
〇

４
・
０
　
６
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
～
１
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

―
・
Ｏ
～
―
・
０

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

４
・
０
．
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

４
・
０
　
５
・
０

１
・
３
ー
ー
・
４

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
1
0

４
・
０
　
６
・
０

１
・
２
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
仕

ユ
ニ
チ
カ
杜
宅
前

南
落
人
日
1
2
の
辿
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
介
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
山
紋
地

平
盛
小
学
校

．
四
人
久
保
小
学
枚

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
(
3
中
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
ぼ
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

６月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

し尿収集の届け出を


	page1
	page2
	page3
	page4

